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本当に大賛成です。しかし、やり方がどう

してもわからなかったものですからね。も

っと一般の住民にも、その地域の公民館を

あれしている住民の方にも、ここはもっと

スパッとわかるような形が一つ、どうして

も必要じゃないかと。 

  それと、先ほど質問でも申し上げました

ように、館長と協議会長がそごを生じると

いうふうなことのないように、ここはやは

り十分なディスカッションが必要でないか

というふうに思いまして、これまでの公民

館活動が低下するというふうなことのない

ように、住民との結びつきを十分に得て、

一層進めてくださるようにお願いをして、

私の質問を終わります。 

 

 

  蒲生光男議員の質問 

＋ ＋

 

 

○大沼 久議長 次に、順位４番、議席番号

９番、蒲生光男議員。 

   （９番蒲生光男議員登壇）（拍手） 

○９番 蒲生光男議員 私は、フォーラム２

１を代表し、質問を申し上げます。市長以

下答弁をお願いしております皆様には、簡

潔明瞭なるお答えをお願いいたします。 

  国民の期待を一心に背負って開かれたト

リノオリンピックも終了し、メダルゼロか

と思われた終盤、フィギュアスケートで荒

川静香選手が舞う「イナバウアー」で全国

民が感動し、フィギュアスケート史上初の

金メダルをもたらしました。Ｉｎａ Ｂａ

ｕｅｒは、1941年生まれのドイツの女子シ

ングルフィギュアスケーターであります。

３度ドイツチャンピオンとなり、ヨーロッ

パ選手権や世界選手権でも活躍しました。

フリーの演技を得意としておりましたが、

規定を苦手としていたそうです。映画にも

出演したことがあり、現在、ご本人は65歳。

荒川選手の演技を見て、「とてもすばらし

く、感動した」とのメッセージが寄せられ

ました。本県の加藤条治選手とともに、こ

れからの一層の活躍を期待したいものであ

ります。イナバウアーは、荒川静香選手が

得意としている技でありますが、荒川は上

半身を反らして行うので、上体を反らすの

がイナバウアーであるという誤解が生まれ

ました。荒川選手のイナバウアーは、「レ

イバック・イナバウアー」というそうです

が、非常に美しい技でありますけれども、

上体を反らしてのイナバウアー自体は、そ

れほど難しい技ではないと言われておりま

す。しかし、荒川ほど深く上体を反らすイ

ナバウアーは、他の選手にはまねができな

いと言われております。 

  オリンピックチャンピオンとなった荒川

選手の耳元で揺らめくイヤリング。「ラザ

ール・ダイヤモンド」は43万500円、今飛ぶ

ように売れているそうです。また、トリノ

市のあるピエモンテ州から荒川静香選手に

ダイヤモンドと金でできたティアラが贈ら

れました。五輪にちなみ細い５本の輪を組

み合わせたシンプルなデザインで、ちりば

めたダイヤモンドは氷をイメージ。ダイヤ

モンド2.5カラットで700万円相当。これは

フィギュア女子金メダリストに贈呈するた

め、コンテストで選んだものだそうであり

ます。デザインは、トリノのデザイン学校

の女子学生。ともに、東北で活躍しました

カーリング「チーム青森」の皆さんととも

に、今後の活躍を期待したいものでありま

す。 

   ２月19日、第40回青梅マラソン大会がこ

れまでの過去最大のランナー２万人を集め

て開催されました。晴天の青梅路に繰り出
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したランナーと応援に詰めかけた数万人の

レース観戦者で人垣が途絶えることがあり

ませんでした。ことしは、30キロの部のス

ターターは、高橋尚子選手が務めました。

Ｑちゃんこと、高橋尚子選手は、10キロの

部にも出場し、笑顔で手を振りながら走っ

ていました。30キロスタート、11時50分の

１時間前から，スタート地点は高橋尚子選

手を一目見ようとするファンで見動きがと

れない状況でした。40回という節目の大会、

往年の名ランナー、メキシコ五輪銀メダリ

ストである君原健二選手、谷川真理選手、

72年のミュンヘン大会では、見事日本代表

となった采谷義秋選手、瀬古利彦選手など、

多彩なゲスト選手を迎えての大会開催とな

り、走る人も見る人も楽しませた大会でし

た。長井選手団は、過去最高の24人、ケミ

コン山形の駒津晋司選手は、30キロの部で

総合39位、サンリット工業の竹田則幸選手

は総合60位と、これまでの長井選手団の最

高タイムではフィニッシュし、日本ケミコ

ンのユニフォームを着て走った二人は、

「ケミコンガンバレ」の声援にこたえてい

ました。 

＋

  このたびの青梅マラソン大会に際しまし

ては、議員会初め長井市、議会から心遣い

を賜り、御礼を申し上げます。40回の青梅

マラソンは、来年石原慎太郎都知事が提唱

し実現する仮称「東京マラソン」と開催期

日が重なるため、２月４日の開催となるそ

うです。東京マラソンは、３万人規模と言

われていますが、東京国際マラソンと東京

シティロードレースを統合して行うマラソ

ン大会であります。2007年２月に第１回大

会開催を予定しておりまして、将来には東

京国際女子マラソンも吸収予定ということ

であります。 

  長井マラソンも、ことしで20回の節目の

大会ですが、招待選手などメジャーな選手

が呼べるかどうかわかりませんが、市を挙

げて大会を成功させられればと思っており

ますので、ご協力をお願いしたいと思いま

す。 

  青梅マラソンとケミコン訪問では、市長

も毎年同行していただき、青梅市長、青梅

市議会議長、ケミコン創業者であります佐

藤元会長とも懇談いたしました。竹内青梅

市長の政治公約は「青梅マラソンを走るこ

と」。たしか62歳になられたと思いますが、

50分19秒で10キロを見事完走されました。 

  私は、長井市の活性化を図る手だての一

つとして、今までも交流人口増大策を図る

ために、さまざまなイベントを企画すべき

だと言ってまいりました。施政方針でも多

彩なイベントが述べられておりますけれど

も、何もマラソン大会に限らず、大いに学

ぶべきものがあると思っております。 

  また、20日には、ケミコン本社を訪問し、

定例取締役会後の内山社長、柴田専務、菊

地取締役と懇談をさせていただきました。

ケミコンの業況は活況を呈しているとのこ

とですが、アルミや原油など原材料の高騰

で、材料コストの吸収に苦慮しているとい

うことでありました。山形マルコン工場閉

鎖後の跡地利用にも言及され、内山ケミコ

ン社長は、「新規事業の立ち上げを山形マ

ルコンの建屋を念頭に入れて考えている」

との表明がなされました。アクセス道路の

建設などで誘致を加速するための方策を至

急具体的に検討するべきと思いますので、

市長の見解を求めたいと思います。また、

交流人口増大策についても、市長の考えを

お聞かせください。 

  景気回復を裏づけるように、昨年12月、

有効求人倍率が1.00倍に達したと報道され

ました。しかし、愛知1.61、群馬1.59、東
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京1.54、三重1.50、福井1.39と１倍を超え

ている地域もあれば、鹿児島0.58、長崎

0.55、高知0.48、青森0.44、沖縄0.41と格

差が大きくなっております。都市部や周辺

部は、自動車やＩＴ（情報技術）関連で元

気でありますが、公共事業が減った上、地

場産業の少ない地方は、厳しさが一層増し

ています。さらに、雇用形態の変化ですが、

92年に約24万人だったパートタイムの有効

求人数は、05年で３倍の71万人に、正社員

などパート以外の求人数は、126万人から

150万人と大きく伸びたとの報道であります。 

＋ ＋

  一方、正社員を含めた常用雇用を望む人

に対する正社員求人数の比率は、05年は

0.65倍、１倍以上は愛知の1.24倍のみであ

ります。安定した職を得るのは依然厳しい

状況であります。商工観光課長は、長井市

西置賜の求人状況をどうとらえているかお

答えください。また、長井市管内でも、特

に臨時雇用の環境は極めて厳しく、ある事

業所の例ですが、結婚して妊娠すると雇用

の継続がされない、事実解雇されているな

どがあります。少なくとも、仕事に意欲を

持っている場合など、出産後は再びその職

場で仕事ができるように、行政としても雇

用主との間で協議をするなど、行政として

の要請や役割を担っていただきたいと思い

ます。臨時職員が出産するため、一時的に

職場を離れる場合の支援策を検討すべきで

あります。施政方針でもうたわれておりま

すが、これについては市長より答弁をお願

いいたします。 

  次に、総務課長から、市民参加型の行政

執行ができる体制確立についてお伺いをい

たします。昨年も申し上げましたが、各地

区市政座談会などで、我々の地域でできる

ことがあれば言って欲しい。地域でやるの

で、材料だけ供給してほしいというような

声が聞かれるようになりました。長井市は

厳しい財政事情で、行政にいろいろ言って

も難しいという認識が広く定着してきた一

面であろうかとも思います。事実、これか

らの行政は、必要最小の行政サービスを行

うべきで、自分たちのできることは、でき

るだけ自分たちでやるという、市民レベル

の「自立意識」の醸成が不可欠になってい

ると思います。 

  市内各地区で、何ができるのか、地域で

何ができるのかといったアンケート調査を

してみるなどしたらいかがでしょうか。住

民参加、協働のまちづくりでは、具体的に

何と何にどのような方法で参加してもらう

か重要な視点であると思います。 

  退職職員の３分の１補充は、午前の答弁

でも市長の考えが述べられましたが、再度

お聞きいたしますが、正職員でなければで

きない仕事は、一体何と何なのか。そのた

め、最小必要人員は何人なのかを、まず明

確にすべきであろうと思います。その上で、

正職員の採用計画を立てるべきではないか

と思います。大分県日田市で夫婦・親子が

いずれも市職員で、同居をしている場合、

それぞれの給料を20％削減する条例案を提

出しようとしていましたが、断念しました。

案自体は、問題もありますが、一般市民感

情からすれば、民間の厳しい雇用環境を考

えますと、そういった心情も理解できるか

もしれません。 

  次に、自立のまちづくりの最も基本は、

人口問題であろうと思います。働く世代の

減少は致命的でもあります。子育て支援は、

将来の長井市を描く場合の必要の画材でも

あります。今すぐできるものと、将来はこ

うしたいという希望を織り込んだ、長井市

の子育て支援策を立てるべきだと思います。

施政方針でも、「子育てをする、育児をす

―６２― 

＋



 

る、出産をする場合、何年か後にもとの職

場に復帰できるような、給与も保障するよ

うな社会の実現が重要です。行政としても

できる限り支援し、民間でもこうした職場

環境づくりをしていただけるように協力を

要請していきます」と触れられていますの

で、これを確実に実現していただきたいと

思います。 

＋

  そこで、長井市内の企業の、特に臨時雇

用の人たちの出産・育児・給与のなどの実

態について調査しているか、商工観光課長

よりお答えをいただきたいと思います。雇

用の機会が広がっていますが、一方で、人

員整理で職を失う人も出ております。雇用

環境が改善され、社会保険や厚生年金加入

の正社員の門戸が改善されるよう期待した

いと思います。臨時的雇用にある人たちの

実態をどの程度把握しているか答弁をお願

いいたします。 

  質問項目（５）（６）（７）は、時間も

関係もあろうかと思いますので、概念程度

の答弁で、まとめて市長より答弁をお願い

いたします。 

  18年度の予算105億100万円が示されまし

た。毎年全体の予算規模は縮小し続けてい

ますが、介護保険などの民生費は減ること

がありません。景気が回復しつつあるとい

うものの、地域経済はまだまだ厳しい環境

下にあります。長井市の市税等を含む地方

税は約32億円。市長は、12月議会の私の質

問に対し、長井市の自立像を、人件費を賄

い、投資的経費も賄えること、と定義づけ

られましたが、そのとおりだと私も思って

おります。 

  財政課長に１点だけお伺いしておきます

が、18年度予算の各市税等の収納率をどう

試算して反映したのか。収納率向上対策本

部の経過報告の資料もいただきましたが、

新年度予算編成に当たっては、今年度の収

納率の試算をどのような過程を経て決めた

のか、ご答弁いただきたいと思います。 

  都道府県の新年度予算で、新聞によりま

すと、退職手当債が前年度費2.9倍の978億

円盛り込まれました。当然予測されていた

退職手当の支払いを、急場しのぎで借金に

頼る自治体は、一層の行財政改革を進める

責任があると思います。小西砂千夫関西学

院大学教授は、「歳入減が続く自治体の予

算編成は、綱渡りの状態から抜け出せない。

しかも、06年度のように、税収がふえ、地

方交付税が減る状態が続くと、税源に恵ま

れた自治体とそうでない自治体との格差が

広がるおそれがある。自治体版「格差社

会」をどう解決するか。地方交付税改革を

めぐる議論で取り上げるべき重要な課題

だ」と指摘しております。最低でも、自主

財源比率50％に満たない自治体は、極めて

厳しい財政運営を覚悟しなければならない

と思います。 

  近年、一定以上の財政赤字に陥った自治

体を面倒を見る「財政再建制度」にかわり、

自治体破綻法制化の議論が活発化しており

ます。場合によっては、首長・議会・住民

の責任を問うこともある、というこの破綻

法制化は、少なからず漫然と借金を重ねる

ような行政運営は絶対タブーというもので

あろうと思います。既得権を一向に手放そ

うとしない中央省庁。地方自治が確立され

ていない現在では問題があるものの、地方

自治が確立されれば、破綻法制は現実のも

のとなると思います。 

  人口減少に歯どめをかけ、企業環境が改

善し、市税等の地方税はほぼ横ばいを保ち

ながら、人件費はピーク時の半分の15億円、

さまざまな雇用形態で雇用創出を図る、市

役所に対する苦情はゼロにする、そんな将
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来像を夢見たいと思います。限られた税収

をできるだけ有効に使う。そのためには何

に重点を置くかだと思いますが、第二次行

革推進に当たっては、市民の目線で考え、

市民の目線で推進執行する、そして、弱者

に対する優しい行政を進める。これこそ、

目黒市長の総仕上げとしてお願いしておき

たいと思います。 

  障害者自立支援法に見られるように、重

度の障害者には、わずかな障害年金しかあ

りません。しかし、自立支援法では、この

わずかな年金を根こそぎはいで持っていこ

うとするような、極めて優しくない法だと

思っております。何も望んで障害者になっ

たわけでもないのに、あるいは不幸な出来

事によって、障害を持った人に対する、極

めて優しくないものだと思います。 

＋ ＋

  最後に、目黒市長には、これまで培われ

ました地方自治体の首長としての経験に裏

打ちされた実績を引っさげて、長井市の多

くの市民の初の国会議員待望論を見事かな

えられますことをご期待申し上げます。新

政会のみならず全面的にご協力をお約束申

し上げ、壇上からの質問といたします。 

  ご清聴ありがとうございました。（拍

手） 

○大沼 久議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 蒲生議員のご質問にお答え

を申し上げます。 

  まず、議員初め皆様と一緒に行ってきま

した青梅マラソン、それから、日本ケミコ

ン、非常に有意義だったと私も思っており

ます。特に、日本ケミコンの皆さんとは、

社長、専務、取締役と、トップスリーにお

会いして、実質的な話もできたという点で

すね。特に、そのときにアクセス道路等に

ついても、長井市として地元の皆さんがこ

ういう要望を持っていらっしゃると。しか

も、かなり優先度が高いというか、早くこ

ちらにしてほしいというご要望もあるもの

だということを率直に申し上げて、あそこ

を使って、なお新規事業をやっていただけ

れば、なおいいわけですし、それに利する

ように道路についても、それは19年度以降、

やはり優先順位の高いものとして取り組ん

でいきたいということを申し上げましたし、

ぜひあそこを有効利用していただけるよう

に、日本ケミコンの方にもお願いをしたい

と。これからも皆さんとともに、やはり企

業誘致の活動をしていきたいというふうに

思っているところであります。 

  交流人口増大は、これは交流人口をふや

すためにということで、まさに青梅市なん

かは、あれは一大イベントですよね。こう

いうのがあればいいわけですが、しかし、

長井だって昨年は47万人、これは桜、黒獅

子、つつじ、あやめ等でおいでいただいて

いるわけですから、さらにやはり今までの

イベント等も魅力のある内容にすると。そ

れから、新たな資源として、フットパス等

も全国シンポジウムをするときに、従来タ

スで事例発表して、それであと交流して、

一杯飲んで終わりということでなく、ぜひ

まちに出ていただいて、参加者に歩いてい

ただいて、長井はこんなにすてきなんだと。

民間のボランティアの案内をしてくださる

方もいらっしゃるわけですから、そういっ

た皆さんとも交流していただいて、できれ

ばやはり天気に恵まれて、市民の皆さんが

参加できるような屋外パーティーにしたり

とか、いろんな工夫をしていきたいと思っ

ているところであります。 

  さらに、ROBO-ONEですね。これも正式に

次の大会は長井だというふうに出てきたよ

うであります。これはぎりぎり３月ごろに

なりますが、ロボットの格闘技。これもや
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はり初めてのことでありますし、東京から

出る組もある。それから、マイクロマウス

も東京から全国大会が地方に出ることは初

めてでありますから、やはりこういったこ

とも招致がようやく実ったと。多くの皆さ

んに来ていただけると。多数のお客様をお

迎えして、ぜひ地元の西置賜工業会の若手

の企業家の皆さんとも交流をしていただき

たいし、これが製造業として力のある長井

の将来の受注につながっていけばいいなと、

つくづく思っているところであります。 

  それから、来年の話をして鬼が笑うと言

いますが、高校駅伝もようやく今、意思表

示をしまして、岩手では大船渡だったんで

すが、今度は長井に来ると。男子の部はと

にかく、全国３年連続仙台育英が優勝です

し、女子は山形県が強いわけですよね。ベ

スト15ぐらいに入るわけですから。都道府

県対抗では、３位、４位という実績もある

わけですが、女性の高校駅伝もハーフでや

られるわけですから、こういったところに

今積極的に準備をいたしておりますし、さ

らに来年度、フラワー都市交流も長井に予

定をしております。これも400名ぐらい全国

から来ていただけるようにというようなと

ころを、ことしに限らず、どんどん先手先

手で招致をしていって、そして長井を全国

に発信できるような、そういった交流人口

を増大するために、いろんなイベント等、

企画等、アイデア等、多くの皆さんからＪ

Ｃの皆さんや、商工会議所の皆さんや、観

光協会の皆さんや、皆さんのアイデアを結

集してやっていきたいと。交流人口をふや

していきたいと思っているところでありま

す。 

＋

  長くならないようにしたいと思いますの

で。 

  子育て支援ビジョンですね。やはり猪口

大臣なんかも特に言われていますよね。総

合職をとったと。職場に行ったと。だけど

も、やはり結婚したと。それは結婚して、

何年か休むとき、民間の方はよくて４割だ

というと。ここをやはりどう埋めるかです

ね。企業にも努力をしていただかなきゃい

けないし、やはりそれこそまず試行的に国、

県、市がどれぐらいずつ出せるのかと。最

低やはり、今の公務員の皆さんは６割です

かな。ここはもう少し上の方にしなきゃい

けないと思いますし、いわゆる賃金の保障、

それから職場へ復帰するときに、そこじゃ

なくて工場に行けとか、関連会社に行けと

かと、これでは女性はやはり、リスクを抱

えていますし、しかも、自分が将来やりた

いという仕事に外れてくるわけですから、

このことが大事なのではないかと。これは

もう猪口大臣も折に触れ言われております

し、後藤靖子副知事ともこの件について議

論したことがあります。１月６日に行った

ときも、お会いしてきたときにも、その話

もしました。知事にも、やはり女性の副知

事を置かれたというのなら、企業をどんど

ん回られて、県もこれぐらいですから、市

としても出せというのなら、我々考えるよ

と。それから、一緒に企業に行けというの

なら、我々、担当者だけじゃなくて、私自

身も直接お願いすることもあるだろうし、

そういうことをやらないと、やはり女性は

なかなか子育て支援が本格的になったとい

うことにならないのではないかと。家庭は

もう、若い皆さんは、子育てを一緒にやる

なんていう雰囲気はできつつありますよ。

我々とはかなり違ってくる。それから、地

域も相当子育てについては理解を深めてき

たと思いますが、一番の課題は、やはりそ

の辺に、職場あたりにあるのではないかと。

これはやはり、そういった全体的な問題点
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  そういう覆い方をしながら、もう一つは、

やはり今、棚卸しをやっておりますから、

なかなか各課とも今までこうやってきたか

らというのがあるんですよ。でもやはり、

できるだけ民間でできることは民間ででき

るんじゃないかと。僕はやはり福祉の分野

なんかは、もっともっと突っ込んでいける

という気がするんですね。高浜市なんてい

うのは株式会社でやっているそうですから、

愛知県でですね。やはりそういった、従来

よりも踏み込んだ、民間でできることをど

んどんどんどん取り上げていって、一つず

つやっていく中から、ある意味で残ったも

のが官でやるものだというようなことを、

両方の目線から追っていきたいと思ってい

るところであります。 

を三つなら三つ出して、それを具体的に一

つずつ手を打っていくということにするの

が、子育てビジョンなのではないかという

ふうに思いますし、今後、十分に検討して

まいりたいというふうに思っているところ

であります。 

＋ ＋

  （５）（６）（７）はさらっとというこ

とですから、限られた税収を有効利用しな

けりゃならない。全くそのとおりでありま

して、先ほど申し上げましたように、どん

どん税収は減ってきますよ。人口が減れば、

地方自治体は人口に比例するという状況で

すからね。むだなことをつくったら、それ

はもう責任を問われるという。これからは

そういう時代だと私は思いますね。そうい

った意味では、長井市もこれまでもそうで

したし、これまでは金がなかったから幸せ

だったなんて、そうじゃありません。選択

をしてきたんですから、それはやはり我々

は本当に必要なものをどうするかというこ

と。本当に必要なものは、国、県にダム等

でいろいろしてもらったりしてきましたし

ね。本当に必要なものは、それはやむを得

ないわけですが、しっかりと緊急性、必要

性を見きわめてやっていかなければいけな

いのではないかと。特に第二次の行革は、

市民の目線に合うようなもの。これもその

とおりだと思います。市民の方がわかりや

すいようなものにしなきゃいけないと思い

ますね。ついでに言わせていただければ、

やはり私は、どうしても官でやらなければ

ならないものということについて言えば、

パブリックなもの、将来ともにある程度シ

ンクタンクとして短期、中期、長期の計画

を立てて、それに必要な配置をするという

ようなところに入るのではないかと。今で

言うと半分ぐらいで僕は済むものではない

かと。 

  最後に、弱者に優しいという点で、まこ

とにごもっともであります。私は、なるべ

くチャンスは平等な社会、しかし、セーフ

ティーネットがなければ、第２としてはセ

ーフティーネットだと。そして、第３は、

安全・安心、あるいは平和。この三つがい

い世界の根幹だと。これはキーワードはそ

うだと。チャンスは平等、セーフティーネ

ット、そして安全安心というふうに思って

おりますので、そういった意味で、現状よ

りも社会的弱者の皆さんが厳しくなるよう

な、それはやはりだめだというふうに思っ

ております。しかし、持続可能な取り組み

をするためにどうするかとか、あるいは所

得の低い方にどういうふうにしていくかと

か、やはりきめ細かくやっていきたいと思

っております。よくその方ともご相談しな

がら、皆様とご相談しながら、減免制度等

もしっかりと、これはセーフティーネット

の中でやっていきたいというふうに思って

いるところであります。 

  ご指摘のように、地方の視点で改革すべ
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きことは、私は山ほどあると思います。し

かし、子育てにしても、地方単独ではなか

なかできないですよ、現実に。それはやは

り、国、県、市がそれぞれの分担をしてい

く。あるいはいずれ道州制になるかどうか

でありますが、やはりそういった意味でチ

ャンスは平等で、セーフティーネットで、

そして安全・安心な将来をつくっていくた

めにどうするかということについて、市長

会等でも随分議論をしてきました。岸さん

は大先輩でありますが、さらに９月の選挙

だって、武蔵野市長、岡山市長、あるいは

ニセコ町長、それぞれ転身をされたわけで

ありますので、それはなかなか実質は難し

いと思いますが、新政会さんだけでなくて、

全面的にご支援をしてくださる方がまだま

だいらっしゃると、議会の中で。大変心強

く思っておりますので、今後とも志をしっ

かりと立て、旗を立てて頑張っていきたい

と思っているところであります。 ＋
  以上です。 

○大沼 久議長 平 進介総務課長。 

○平 進介総務課長 ご質問ありました２点

について、お答え申し上げます。 

  １点目の市民参加型の行政執行ができる

体制づくりに向けたアンケート調査の実施

についてということでございます。これに

つきましては、昨年の３月の一般質問にお

きまして、蒲生議員から同様の質問があり

まして、市長からは、地域でできることは

地域でという提案ですが、アンケート等は

とってみたいと思いますと答弁しておりま

す。 

  私も、昨年度の４月、文化生涯学習課の

ときでしたが、地元の底力を感じたところ

でございます。例を挙げさせていただきま

すが、草岡の大明神ザクラの入口西の駐車

場がありますが、雨が降ると、その駐車場

の水がそのまま東の家の庭に流れていくと

いうことで、駐車場に側溝を入れてもらえ

ないかというふうなことで、商工観光課に

要望があったそうです。ただ、商工観光課

でも予算がなくて、対応に苦慮していたと

いうふうなことですが、地元の方から原材

料を準備してもらえれば、側溝は自分たち

で入れるというふうな提案がありました。

側溝は、その道路から北の大明神ザクラの

方まで約50メートルというふうな結構長い

場所であったんですが、とても素人の手に

は負えないというふうに思ったところです。 

  そこは地元のさまざまな職業の人の力を

合わせて、見事に完成していただいたとい

うふうなこともありますので、例えば、そ

ういった地区で要望していることの中で、

小さな修繕工事等において、行政が原材料

を出して施工を地元でできるようなことは

ないかというふうなことについて、地区長

さんへのアンケート調査のようなものをや

ってみたいというふうに思っております。 

  ２点目の職員の採用計画についてでござ

います。来年度から始まる新たな定員適正

化計画の中では、退職者の３分の１を補充

というような格好で考えております。ただ、

団塊の世代と言われる昭和22年から24年ま

での世代でも、定年退職者は10名から15名

程度というふうになっておりまして、３分

の１の補充としての採用は、せいぜい３名

から５名というような格好で推移する予定

でございます。 

  この３名から５名という人数につきまし

ては、市という組織としての全体的なバラ

ンスを考慮する上でも、その雇用を確保す

る事業所というふうな点からも考慮してい

かなければならないというふうにも考えて

おります。この５年間につきましては、そ

うした退職者の３分の１を補充採用しなが
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＋

○那須宗一商工観光課長 蒲生議員のご質問

にお答え申し上げます。 

ら、５年後に300人体制、ここ10年間で400

人から100人の削減を見込んでいるというふ

うな状況でございます。   まず、第１点目の長井西置賜の求人状況

をどうとらえているかというご質問でござ

います。雇用情勢を見ますと、ハローワー

ク長井管内の有効求人倍率ですが、１月の

末の数字で0.86倍というふうになっており

ます。昨年同期と比べましても、幾分回復

しつつありますけれども、県内的に見れば

まだ低い方になっております。 

  将来的には、議員おっしゃるとおり、正

職員でなければできない仕事は何かという

ふうなことを明確にしながら、行政運営を

執行すべきかというふうにも思いますが、

まず、民間でできるものは民間でを基本に、

一つ一つの業務が民間でできないかという、

その委託可能性のある業務を市民に公開し

ながら、受託希望者の把握等行いまして、

協働実現のための機能をつくり上げていく

ことが当面の課題かというふうに考えてお

るところでございます。 

＋ ＋

  この0.86倍という数字は、パートも含め

た求人倍率でございますので、これをパー

トを除いた、いわゆる常用の求人倍率で比

べてみますと、平成17年の１月が0.62倍で

ございました。平成18年の１月の求人倍率

が0.81倍というような数字となりまして、

0.19ポイントアップしているというふうな

ことになっております。そういった意味で

も、正社員の常用の部分については、相当

回復傾向が見られるのかなというふうにも

感じられます。 

  以上でございます。 

○大沼 久議長 松本 弘財政課長。 

○松本 弘財政課長 お答えいたします。 

  当市の予算編成では、それぞれの事務事

業を所管する課が、歳入歳出の予算要求額

を積算して、予算書として財政課に提出し

ていただく仕組みをとっておりますので、

財政課が他課で所管する事務事業に係る歳

入歳出要求額を積算するということは、原

則的にはございません。 

  また、年代別に見ますと、これはパート

を除いた求人倍率ですが、44歳のまでの部

分が0.99倍。45歳を超えた部分の求人倍率

が0.55倍というふうな数字になっていると

ころでございます。 

  要求額の積算がどのようにして行われた

のかということにつきましては、要求書や

ヒアリングなどで把握することになります。

ご質問の市税の収納率につきましても同様

でございまして、試算をいたしたのは税務

課ということになるわけですが、毎月の収

納状況の推移であるとか、実績などをもと

に、個々の税目における増減の原因なども

加味して推計したとのことでございました

ので、財政課といたしましても適当と判断

し、要求どおり計上したところでございま

す。 

  また、本年３月卒業の高校生の求人数で

ございますが、１月末現在で255人となって

おりまして、就職希望者176人を大幅に上回

っております。ただ、１月末の内定率でご

ざいますが、91.4％という数字になってお

りまして、この数字は昨年よりも若干低く

なっている状況でございます。 

  また、一般の求人内容を職種別に見てま

いりますと、数的に言いますと、生産工程、

労務の職が最も多くて、次いで専門的、技

術的な職業、また販売の職業というふうに

なっております。 

  以上です。 

○大沼 久議長 那須宗一商工観光課長。 
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  ただ、最近では看護師や薬剤師などの専

門的な資格を必要とする職種の部分におき

まして、思うように人材が集まらないとい

うような状況になっていると聞いておりま

す。 

  あと、また先日、私の課の方で、市内の

主だった企業に雇用調査を行ったところで

ございます。その結果を見ますと、従業員

のうち、約40％がパートや派遣社員などの

非正社員で占められていることが判明いた

しました。 

  こういったことから、市内でも雇用形態

の不安定化という言葉は適当かどうかです

が、そういった形が進んでいるというふう

な状況となっております。 

  続きまして、長井市内の企業で働く人の

出産・育児休業等の状況を把握しているか

というふうなことでございますが、私ども

といたしまして、市内の企業に働く人たち

の臨時的雇用の方も含めての出産・育児休

業などの労働環境にかかわる実態把握は、

行っておりませんでした。特に、給与等の

実態把握は、非常に難しい面もございまし

て、今後、商工会議所などの意見などもお

聞きしながら、どのような方法で調査が可

能か、検討をしてまいりたいというふうに

考えているところでございます。 

＋

  以上でございます。 

○大沼 久議長 ９番、蒲生光男議員。 

○９番 蒲生光男議員 福祉事務所長は後で

お答えいただきますので。 

  市政50周年のとき、私も申し上げました

が、前マルコン電子の用地ですね、昭和12

年に故上村辰五郎さんが、当時の長井町の

予算の３分の２、総額ですけどね。それを

はたいて10万坪の土地を用意して、日本の

一流企業を呼ぼうということで呼んで、成

功なされたわけです。一時期1,500人位の社

員がおりましたのでね。「大正９年に郡是

製糸長井工場を呼んだ実績があったので、

絶対やれるという自信があった」というふ

うに回顧録には書いておりましたけれども、

今回、ようやくケミコンにも明るい兆しが

見えてきていまして、先ほどありましたよ

うに、山形マルコンの建屋が仮にあそこで

操業開始ができることになりますと、新た

な雇用が生まれるということにもなります

ので、ぜひ、草岡窪前線ということになる

んですか。あそこの延長部分についての早

期の整備を図っていただけるようにですね。

これについても、進出する予定がどの程度

の確証であるのかということもありますで

しょうから、ケミコンとぜひ連携を深めて

いただいて、実現をしていただければあり

がたいなというふうに思っております。 

  市長もいよいよ12月でやめるというふう

に公言しておりますので、それまでの間に。 

  （「卒業」の声あり） 

○９番 蒲生光男議員 卒業、その卒業証書

に花を添えられるように努力していただけ

ればなと思います。 

  それから、時間もそんなにないので。高

校駅伝を呼ぶということだったんですが、

これはちょっと簡単でいいんですが、公認

コースでなくても呼べるんですか。それは

どうですか。 

○大沼 久議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 従来のフルマラソンは長井

だからということなんですが、どうもコー

スは、そのコースだけではなくて、少し検

討したいということですから、それを検討

していただいてだと思います。しかし、大

船渡が公認コースを持っているかどうかも

調べてみなきゃわかりませんけれども、大

丈夫なのではないかと。東北大会ですから。 

○大沼 久議長 ９番、蒲生光男議員。 
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○大沼 久議長 長谷部宇一助役。 ○９番 蒲生光男議員 公認コースをとれる

かどうかは調べてみたんですよ。そうした

ら、結構やっかいなんですね。陸連から役

員を呼んで、ピアノ線ではかるんですよ。

そして、規定の温度というのがありまして、

それが測定されたときの温度が低かったり

高かったりしますと、温度補正をかけなが

らはかるんですね。何かえらい今どきやっ

かいなやり方をしているんですが、それで

合格すると公認コースとなるんですね。公

認コースを通っても公認記録になるかどう

かは、また別問題ですよ。公認記録になる

ためには、陸連が定めた役員の配置である

とか、給水所の配置だとか、全部それに従

ってやらなきゃいけないということになり

まして、結構面倒くさいようです、蛇足で

すが。 

○長谷部宇一助役 次年度の対策本部の協議

としましては、一つは、負担の公平化、も

う一つは収納率向上と、二つ挙げておりま

すので、これについて具体的に検討してい

きたいと思います。 

○大沼 久議長 ９番、蒲生光男議員。 

○９番 蒲生光男議員 冬のイベントのこと

で１点どうしても触れておきたいと思いま

すので、申し上げます。 

＋ ＋

  ２月12日に2006冬のモータースポーツ親

子体験会＆試乗会というのが開催されまし

た。これはつまり、スノーモービルに子供

たちを乗せて体験試乗すると。それから、

トラックの大きいチューブに幼児が乗れる

ように工夫をしたものを引っ張って、乗せ

て遊ぶと。それから、大きいかまくらをつ

くったり、あるいはまた、巨大坂ですね、

すべり台。これをつくったり、それから雪

上宝探しとか、何かいろんなイベントをや

っているんですね。これでことし４回目だ

ったそうです。初めて私も、さまざまなテ

ーブルだとか道具だか貸してくれと言われ

て、大会機材、私の家にあるものですから

お貸しをして、写真を撮りになんか行った

んですが、そのときは降ったり晴れたりだ

ったんですけど、坂の上から頭から滑り落

ちる子供たちの様子ですね。こういう冬の

遊びって、今まで見たことがなかったなと

いうふうに思ったんですね。 

  それから、話がころころ変わるんですが、

収納率について、私も一昨年と昨年と決算

総括質疑をした際に、この収納率の値を新

年度の予算に盛り込まれるようにしていく

べきだということを申し上げてきました。

毎年毎年、収納率が下がっておりまして、

91.1％まで下がってきたんですから、これ

が５億円を超す収入未済額がある中で、私

は旧長井病院と収納対策というのは、新た

な二つの大きい課題ではないかと、このよ

うに考えておりまして、今、財政課長にお

聞きしますと、どうもそういったことが対

策本部の中で協議されて、それぞれの課の

中で収納率を明示して積算されたとは、ち

ょっと私、考えられないようなご答弁だっ

たものですから、できてしまったものはし

ようがないんですけれども、来年度１年か

けて、ぜひこういったことを次年度の予算

に反映されるようにしていくべきではない

かと思いますが、助役、対策本部長。市長

でもいいんですが。 

  このイベントは、本町のサイクルメイト

鈴木さんの息子さんが、ほとんど自費をは

たいてやっているイベントなんですよ。今

回、さまざまな商店の協力があって、商品

提供がなされたようですが、これを出せと

いうわけじゃなくて、こういうイベントを

身銭を切ってやっているという人がいると

いうことを頭に置いていただいて、市とし
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  また、後者。後者というのは、両立支援

に関してですが、日本の場合、女性の７割

が第１子出産の際に職場をやめ、再び職場

に戻るときは、正規社員ではなく、パート

や派遣といった非正規社員となることも多

いことを指摘。それは先ほども市長が申さ

れました。女性が出産や育児に伴う経済的

損失を、企業における女性の育児休業取得

の徹底や、子育て後の職場へのカムバック

支援などによって補てんし、若い子育て世

代に仕事か家庭、育児かという究極の選択

を迫らないで済む社会を実現したいと述べ

たと。 

て協力できることがあればぜひ協力してや

っていただきたいなというふうに思ってお

ります。 

  何かあの日は、たまたま何があったんで

すかね。生涯学習プラザがさまざまな行事

で満載でして、駐車場も確保できない状態

だったんですよ。近くのこだまさんの駐車

場、あのとき葬式もあったんですが、駐車

場を借りたりして、何とかかんとかやって

いたようです。ことしは特に雪が多くて、

駐車場の整備は１カ月前からやっていると

いうようなことがあったわけですけれども、

市民レベルでそういった取り組みも、地味

ながらこつこつとやっているということに

ついて、まず理解をしていただければあり

がたいなというふうに思っております。 

  こういったことの、どこまでできるかわ

かりませんけれど、長井版というものをぜ

ひつくっていくべきではないかと私は思う

んです。小関勝助議員の質問にもありまし

たけれども、いわゆる学童クラブの値上げ

の問題、児童センターの料金改定の問題が

あって、厚生常任委員会協議会では、どう

もこれはいまいちだなということになりま

して、見送ることになったわけですが、そ

の案自体にもろに反対しているというわけ

じゃなくて、全体的な長井市の子育て支援

策というビジョンがあって、その中の一つ

として、ここの部分については念を押した

いんだということであれば、理解ができた

かもしれないんですね。一方的にあそこの

部分だけ迫られますと、いやいや、もっと

ほかに、もっと前に包括的にやるべき子育

て支援策というのはあるんじゃないかとい

うことになるもので、私は協議会でも申し

上げましたが、ぜひ、これは財源の裏づけ

がなければできないということではないと

思いますので、将来にこうしたいというこ

とを含めた子育て支援プログラムを、ぜひ

来年度いっぱいぐらいかけて策定していた

だければありがたいなと思いますので、そ

  それから、きのうの参議院の予算委員会

で、民主党の蓮舫議員、委員長は何かレン

ポウ君なんて言っていましが、レンホウさ

んなんですね。蓮舫議員が猪口大臣とやり

とりをしているのをずっと見ていまして、

非常にいい質疑だったんじゃないかなとい

うふうに思いますね。 

＋

  それで、猪口大臣が12月23日に日本経団

連で講演をしているわけですが、こんなこ

とを言っています。少子化対策としての施

策を講じるに当たって、若い子育て世代を

大切にする社会づくりと、仕事と家庭、育

児の両立支援という二つの視点が重要であ

ることを指摘されました。若い子育て世代

を大切にする社会づくりについては、80兆

円を超える社会保障給付費の７割が高齢者

に振り向けられているのに対し、子育てに

対する支出は3.8％にとどまっている現状を

紹介し、高齢者対策も重要であるが、若い

子育て世代が、経済的な理由で子供を産み、

育てることをちゅうちょしないように配慮

することも必要であるとの考えを示した。 
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＋

の点について市長の答弁をお願いします。 

＋ ＋

○大沼 久議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 おっしゃるとおりだと思い

ます。やはりこうすべきだというたたき台

があった方がいい、これは。国も早急に出

してくると思いますね。きのうの論議等も、

私はニュースで見たんですが、やはりそれ

ぞれちょうちょうはっしでしたよね。お互

いに子育てをしていますからね。そして、

社会的にも活動している。本当に仕事か家

庭かじゃなくて、仕事も家庭もでなければ、

女性の方はもはや、これから子供を産んで

もらえないわけですから、そういった意味

では、こういうふうにかくありたい、ある

いはかくしたいというものをしながら、現

状はどうなっているのかと。そして、何年

後にはこの辺までというようなところを、

やはり項目を定めて支援策を検討していき

たいと、福祉事務所長に命じていきたいと。

今、私、答弁していますから聞いていると

思いますが、大丈夫だと思いますけれども、

ぜひそうしたいと思います。 

○大沼 久議長 ９番、蒲生光男議員。 

○９番 蒲生光男議員 福祉事務所長に、せ

っかくですからお聞きしますが、きのうの

蓮舫議員の指摘によりますと、国の予算の

新年度予算ですね。1.3％、１兆600億円弱

しか、猪口大臣の所管の予算がないという

わけですね。それでも厳しい財政の中で最

大のものだというふうな答弁はあったんで

すが、全体的に長井市の予算の場合、長井

市の場合どうかとちょっと気になっている

ものですから、これについては調べられて

いると思いますので、ちょっとお答えいた

だけますか。 

○大沼 久議長 宇津木正紀福祉事務所長。 

○宇津木正紀福祉事務所長 蒲生光男議員の

子育て関係の予算は幾らかというふうなご

質問にお答えしたいと思います。 

  主に児童扶養手当１億円とか、あとはな

ぞの保育園運営費などの保育園の運営費負

担金など、それから児童手当、それから児

童センター費などの人件費を除いた分が７

億1,000万円で、6.8％になります。 

  そこに予算書に出てこないんですが、今、

当初でばらまかれているですが、職員給与

を含めた金額としては、10億4,982万8,000

円ほどになりまして、9.997％ということで、

切り上げると10.0％というのが、福祉関係

の方の予算ということで見ておるところで

ございます。 

○大沼 久議長 ９番、蒲生光男議員。 

○９番 蒲生光男議員 今の9.99％というの

は、純然たる子育て支援の予算ということ

に言えるかどうかというのは別問題としま

して、国よりましだなということになるの

かですけれども、しかしながら、まだまだ

子育てを盛りにしているお母さん方からす

ると、いろんな声があるんですよ。こうい

ったことできないかということで、例えば

小さい子供さんを抱えたお母さんは、遊び

場所がないというんですね。なものですか

ら、大型店舗、長井にあるあそことかあそ

ことか、米沢のあそことか。そういうとこ

ろにやはり行かざるを得ないというんです

よ。そうじゃなくて、長井市内には空き店

舗もいっぱいあるじゃないのと。ここを何

とか使えるようにならないかという声があ

りました。 

  ただ、小さい乳児と、それから幼稚園の

年長児あたりでは、また遊び方も違うもの

ですから、それは一緒にできるかどうかと

いうのはまた別問題ですけれども、年齢に

合わせた遊び場所の確保ということは、例

えばそこに保育士さんみたいな人もいれば

いいわけですよね。そういう場所をつくる
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ことによって、お母さん方のコミュニケー

ションがとれるというようなこともあって、

山形市に「あ～べ」という何かそういうの

もあったと思うんですが、そういうことを

実際にやっている自治体もございますので、

ぜひこういう構想を練ってみていただけな

いかと。福祉事務所長に指示していただい

て、検討をしていただければありがたいな

と思うんですが、いかがでしょうか。 

＋

○大沼 久議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 ぜひそういったところも調

査をして調べてやりたいと思います。ただ、

やはり、本当に１歳違ったらぐっと違って

きますからね、子供はね。３歳ぐらいから

どんどんどんどん違ってくるわけで、それ

を包括的にとなるとかなり大変で、小さい

ところの、今、病院のところでやっている

子育て支援センター、ああいう幼児なんか

の場合は、ある程度できると思うんですが、

幼稚園や保育園に行かれた場合には、そち

らでやはり遊んでいただくというようなこ

とになろうと思いますし、感じとして今申

し上げましたけれども、調査をして検討し

てみたいと思います。 

○大沼 久議長 ９番、蒲生光男議員。 

○９番 蒲生光男議員 質問最後にしますが、

病院の子育て支援センター、やはり人気が

高いものですから、なかなか収容能力を超

えた要望があるみたいですね。だから、こ

れをもう少しどこかに場所を確保できるか

どうかということも含めて。人口問題と子

育て支援問題というのは、私、長井市の自

立にとって欠くべからざる絶対条件だと思

うんですね。それから、もう一つは、企業

の活性化の問題だと思います。人が減って

いって、人が減るということは、税金を納

める世代が減るということで、税金が入ら

ないで使う人がふえるということになりま

すので、なかなか自立とは相反する方向に

結びつくと思うんですよね。 

  ですので、例えばケミコンのような企業

の進出の方策を支援するということも去る

ことながら、一面では逆発想で、働き手、

勤労者が長井に住んでいただけるような施

策を別な発想から考えるという手もあるで

しょうし、さまざまな複合的な手立てを講

じていられて、真の自立ということができ

るようにしていただきたい。そういうふう

に長井市が努力することによって、長井市

を核とした、午前の議論がありましたけれ

ども、合併というのが進んでいくんじゃな

いのかなというふうに思います。弱い者同

士、傷を負った者同士が合併しても、それ

が癒えることはないと思うんですね。そう

いったことの方策の積み重ねが、合併をう

まくするんだと思いますので、ぜひそれを

お願いして質問を終えたいと思います。 

  ありがとうございました。 

 

 

  谷口栄子議員の質問 

 

 

○大沼 久議長 次に、政党代表質問を行い

ます。 

  順位５番、議席番号４番、谷口栄子議員。 

   （４番谷口栄子議員登壇）（拍手） 

○４番 谷口栄子議員 ３月定例会にあたり

公明党長井支部を代表して、通告しており

ます２点について質問いたします。先ほど

の小関議員、蒲生議員の質問と重複すると

ころもございますが、進めさせていただき

ます。答弁は、市長、教育長、消防主幹に

お願いしてありますので、よろしくお願い

いたします。 

  １点目、施政方針について。一つ、子育
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